
事業の成果・今後の展望等

・専任スタッフの配置とオンライン受講環境の整備により、不登校児童生徒へのきめ細かな対応を行うことができた。
・学習用ブースは、不登校傾向にある児童生徒の教室復帰への第一歩として有効に機能している。
・不登校児童生徒への支援は、短期間で目に見える効果を得ることは難しいため、継続した取組が重要となる。

問い合わせ先 精華町教育委員会学校教育課（0774-95-1906）

取組内容 交付実績額: 6,119 千円

小中学校において、不登校児童生徒の多様な形での学習機会を確保
　（特に別室登校の児童生徒への支援に焦点をあてた取組を実施）

　・学習用ブースの対応を専門に行う指導員の配置
　・ＩＣＴ機器の技術支援を行うＩＣＴ支援員の増員

事業名 学びを止めないデジタル教室整備事業

事業の経過・背景・課題

　別室登校の児童生徒は増加傾向にあり、各学校で対応が求められており、対応する教職員の確保や、オンラインに
よる授業を実施するためのＩＣＴ機器の整備と技術支援が不足していることが課題となっている。
　別室登校をする児童生徒においても、オンラインで在籍クラスの授業を受けることができるよう、別室に学習用ブース
を整備し、専任スタッフの配置、ＩＣＴ設備機器の整備、ＩＣＴ支援員による技術支援を行う必要がある。
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